
令和８年度建設業トップセミナー

令和８年度における建設業の

安全衛生対策の推進について

浦河労働基準監督署



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

説明のポイント

1

１ 建設業の労働災害発生状況

（令和８年２月に墜落死亡災害発生）

２ 第14次労働災害防止計画

３ 建設業の安全衛生対策の推進

４ その他参考事項



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

１ 建設業の労働災害発生状況

業務別労働災害発生状況

令和７年１月１日～令和７年12月31日（確定値）

業種
割合
（％）

対前年令和６年確定値令和７年確定値区分

業種別
増減率
（％）

増減数合計休業死亡合計休業死亡

100.0-16.1-311931921162160２全産業計浦
河
労
働
基
準
監
督
署

3.8-33.3-3996４２製造業

5.8-18.2-2111199建設業

0.6-80.0-45511林業

100.00.32273697321487391734249全産業計
北
海
道
労
働
局

15.01.112109610897110811026製造業

10.8-6.6-568528341879678115建設業

0.9-12.7-107975469645林業

労働者死傷病報告（休業４日以上）による 2



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

１ 建設業の労働災害発生状況

業務別労働災害発生状況

令和８年１月１日～令和８年６月30日

業種
割合
（％）

対前年前年同期令和８年区分

業種別
増減率
（％）

増減数合計休業死亡合計休業死亡

100.031.821666518786１全産業計浦
河
労
働
基
準
監
督
署

4.6100.0２２１４４製造業

10.3125.0５４４９８１建設業

2.3２２林業

100.03.3152,9302,902282,8952,87520全産業計
北
海
道
労
働
局

16.1-14.8-48451449２466463３製造業

10.1-5.8-18310302８292286６建設業

0.8-36.1-133631５2323林業

労働者死傷病報告（休業４日以上）による 3



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

１ 建設業の労働災害発生状況

 北海道内の建設業労働災害発生件数の推移（令和元年以降）
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令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

建設業 938 903 959 1018 899 852 796

938
903

959
1018

899
852

796

建設業



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

１ 建設業の労働災害発生状況

墜落・転落,

237, 

30%

転倒, 

121, 

15%はさまれ・巻き

込まれ, 92, 

11%

切れ・こすれ,

61,

8%

動作の反動・無理

な動作, 

61, 

8%

飛来、落下, 

58, 

7%

その他, 166, 

21%

令和７年に北海道内で発生した建設業での労働災

害796件の事故の型内訳

5

約３割が墜落・転落による災害である。
墜落・転落のうち、約３割が架設物・建築物・構築物等からの墜落である。
建設業で発生した死亡災害の約５割が墜落・転落による災害である。



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

１ 建設業の労働災害発生状況

 浦河署管内での建設業死亡災害発生事例

（令和８年発生事例）

３層の枠組み足場の最上層で作業をしていた作業員が足場上から墜落し、
死亡した。

災害発生原因

・足場の架設通路に手すり及び中桟が設置されていなかった。

事業者は墜落防止設備のある足場を使用させる義務がある。

・作業開始前に作業員に足場の墜落防止設備の脱落の有無等を点検させ、

脱落等が認められれば修復すること。
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厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

１ 建設業の労働災害発生状況

 浦河署管内での建設業災害発生事例

（令和８年発生事例）

7

令和８年４月から６月まで 建設業における災害（浦河署管内）

災害発生状況起因物事故の型発生月発生年

被災者はエレベータコンベヤの試運転中にコンベヤベルトに取付けられ
ているバケットの固定ボルトの締結具合が気になり、設備を停止せず手を
差し入れたところ、点検口から差し入れた左腕がベルトと絞りローラの間に
挟まれ、左腕を骨折した。

動力電動機
はさまれ、巻き

込まれ
４８

被災者は倉庫棚の上に乗った資材をとるため、梯子や脚立等使用せず
に倉庫をよじ登ったところ、バランスを崩し、墜落した。

その他の架設
物、建築物、構

築物
墜落・転落５８

被災者はドラグ・ショベルの誘導を行っていたところ、旋回範囲に入り、車
体後部にぶつかり、海岸から墜落した。

掘削用機械墜落・転落５８

被災者が作業の合間で護岸擁壁に近づいたところ、躓いて岸から墜落し
た。

作業床、歩み板墜落・転落６８



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

１ 建設業の労働災害発生状況

 浦河署管内の建設業労働災害発生件数の推移（令和元年以降）

8

令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年

建設業 10 15 21 10 12 11 9

10

15

21

10

12
11

9

建設業



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

１ 建設業の労働災害発生状況

 浦河署管内の建設業労働災害発生件数の推移（令和５年以降）

（各年１月から６月末の発生件数）

9

令和５年 令和６年 令和７年 令和８年

建設業 5 3 4 9

5

3

4

9
建設業

令和８年１～６月の発生
件数は過去３年と比較し
て約２～３倍



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

・昨年（令和７年）の北海道の建設業で発生した労働災害のうち

◇約３割が「墜落・転落」による災害である。

・令和８年６月末時点の浦河署管内の令和８年建設業労働災害発生件数は

◇近年と比較して２～３倍に増加

令和７年１年間の災害発生件数９件と既に並んでいる。

令和８年においては、足場からの墜落死亡災害が発生し、足場以外の高

さ２メートル以上の箇所からの墜落災害が複数件発生している。

→高所作業時における要求性能墜落制止用器具の適切な使用を周知徹底、

墜落・転落にかかるリスクアセスメントの実施、墜落防止設備の未設置・脱落の
確認及び基本動作の再確認が必要である。

10

１ 建設業の労働災害発生状況



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

２ 第１４次労働災害防止計画

 計画期間

2023（令和５）年度から2027（令和９）年度までの５か年計画

 計画のねらい（北海道労働局版）

 労働者等の関係者が安全衛生対策について自分の責任を
認識したうえで取り組むこと。

 安全衛生に取り組む事業者が社会的に評価される環境を
作り出すこと。

計画の目標（北海道労働局版）

 死亡災害を10％以上減少させる。

 死傷災害を減少に転じさせる。

※ どちらも2022（令和４）年との比較
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厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

２ 第１４次労働災害防止計画

 計画の目標（北海道労働局版・建設業について）

 墜落・転落災害の防止に関するリスクアセスメントに取り組
む建設業の事業場の割合を2027年までに85％（総合建設業
については90％）以上とする。

 「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」
（令和 2 年 3 月 16 日付け基安発 0316 第 1 号。以下「エイ
ジフレンドリーガイドライン」という。）に基づく高年齢労働者の
安全衛生確保の取組（安全衛生管理体制の確立、職場環境
の改善等）を実施する事業場の割合を 2027 年までに 50％
以上とする。
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厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare
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２ 第１４次労働災害防止計画



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

３ 建設業の安全衛生対策の推進
墜落制止用器具の適切な使用

14



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

３ 建設業の安全衛生対策の推進
墜落・転落にかかるリスクアセスメントの実施

15



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

３ 建設業の安全衛生対策の推進
墜落・転落にかかるリスクアセスメントの実施
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 足場以外の高さ２メートル以上の箇所での作業における
リスクアセスメント

・作業の有無（例：崖の上での作業、ブロック上での作業）

・リスク評価

・リスク低減措置の検討

（例：手すり等の設置、墜落の危険性のない作業への変更

等）

・リスク低減措置実施後のリスク評価



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare
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３ 建設業の安全衛生対策の推進
足場の点検

 足場の作業開始前点検（安衛則第567条第１項）

事業者は点検者を指名して足場の作業を行う前に点検を

行う必要がある。

・点検事項

足場用墜落防止設備の取り外しの有無

足場用墜落防止設備の脱落の有無

取り外し及び脱落が認められた場合には作業開始前に

直ちに補修が必要である。



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare
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３ 建設業の安全衛生対策の推進
足場の点検

 足場の作業開始前点検（安衛則第567条第２項）
（強風、大雨、大雪等の悪天候若しくは中震以上の地震又は

足場の組立て、一部解体若しくは変更の後における点検）
事業者は点検者を指名して足場の作業を行う前に点検を

行う必要がある。
・点検事項

床材の損傷、取付け及び掛渡しの状態

建地、布、腕木等の緊結部、接続部及び取付部の緩みの状態
緊結材及び緊結金具の損傷及び腐食の状態
足場用墜落防止設備の取り外し及び脱落の有無
幅木等の取付状態及び取り外しの有無
脚部の沈下及び滑動の状態
筋交い、控え、壁つなぎ等の補強材の取付状態及び取り外しの有無
建地、布及び腕木の損傷の有無
突りようとつり索との取付部の状態及びつり装置の歯止めの機能

取り外し及び脱落が認められた場合には作業開始前に
直ちに補修すること、点検の結果及び点検者名の保存が必要である。



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

３ 建設業の安全衛生対策の推進
足場の点検に係る規則の改正事項

19

令和５年10月１日以降

点検者の指名

点検記録に点検
者の氏名の記
録・保存

をすることが義務となった。



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

３ 建設業の安全衛生対策の推進
はしご・脚立からの墜落・転落防止対策

20



厚生労働省

The Ministry of Health, Labour and Welfare

３ 建設業の安全衛生対策の推進
高年齢労働者等の労働災害の防止

21

 エイジフレンドリー指針

・高年齢労働者の労働災害防止対策を盛り込んだ経営トップの安全衛生方針
を表明し、実施体制を確立すること。

・高年齢労働者の身体機能の特性を考慮したリスクアセス
メントを実施し、職場環境の改善を図ること。

・健康状況や体力状況を確認し、状況に応じた職務に就か
せること。

例 暑さに対する自覚症状が低下しやすいため、若年労
働者と比較して水分補給の頻度を増やす。

身体機能が低下するため、段差をなくし、手すり等を
設ける。


